
題材構造図「Ｄ２ 情報の技術」 
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題材 「計測・制御システムで，持続可能なスマート農業を実現させよう。」（全１７時間） 

 

＜学習後の生徒の意識＞ 

・計測制御システムの概念や仕組みを理解し，プログラム製作やデバッグを行うことができた。 
・作成したスマート農業システムを評価して，改善及び修正方法を考え，より便利なシステムを考えていくことができた。 
・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，計測制御システムを「農業」「医療」「防災」など，様々な分野 
で活用していきたい。 

貫く課題 

①計測・制御システムの普及の背景 
AI を活用した農業に込められた工夫を読

み取り，情報の技術の見方・考え方に気付く
ことができる。【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】【情報の倫理や
セキュリティ】（３）イ 

③micro:bitの基本操作（データ転送） 
文字を表示したり，音を鳴らしたりする基本

的なプログラムの制作と，データ転送ができる。

【システム】（３）ア 
 

④micro:bitの基本操作（センサ） 
micro:bit で扱うことができるセンサ（光・

音・温度・加速度・地磁気）の使い方を理解し，

適切なプログラムの制作ができる。【社会からの

要求】【使用時の安全性】【システム】（３）ア 

⑤micro:bitの基本操作（アクチュエータ） 
micro:bit で扱うことができるアクチュエー

タ（LED・ブザー・モータ）の使い方を理解し，

適切なプログラムの制作ができる。【社会からの

要求】【使用時の安全性】【システム】（３）ア 

⑥micro:bitの基本操作（拡張基板） 
拡張基板を用いることで，センサやアクチュ

エータを増やすことができることを理解し，DC

モータやサーボモータを活用したプログラムの

制作ができる。【社会からの要求】【使用時の安

全性】【システム】（３）ア 
 

⑫⑬システムを構築するプログラムの制作 

改善された栽培システムを構築するために，

安全・適切なプログラムの制作，動作の確認及

びデバック等ができる。【システム】（３）ア 

 

⑰技術分野の学びを将来に生かす 
これまでの技術の変容と，これまでの技術

の学習から，２０年後の未来を予測して技術

の活用について考えることができる。【※技術

分野の見方・考え方】（４）イ    

 

⑪プログラムの改善と修正 
社会からの要求，安全性，経済性などの観

点からプログラムの改善点を伝え合い，制作

したシステムがよりよいものとなるように改

善及び修正を考えることができる。【社会から

の要求】【使用時の安全性】【経済性】（３）イ 

⑦栽培管理システムの構想 
生物育成のこれまでの経験から問題を見い

だし，解決すべき課題を設定し，生産効率を

上げるための栽培管理システムを構想し，大

まか動作を具体化できる。【社会からの要求】

【使用時の安全性】【システム】（３）イ 
 

⑧⑨⑩システムを構築するプログラムの制作 

栽培システムを構築するための安全・適切な

プログラムの制作，動作の確認ができる。【シス

テム】（３）ア 

 

⑯これからの社会と情報の技術 
これまでの学習と，情報の技術がよりよい生

活の実現や持続可能な社会の構築に果たす役割

や影響を踏まえ，情報の技術の概念を説明でき

る。【社会からの要求】【使用時の安全性】【シス

テム】【経済性】【情報の倫理やセキュリティ】

（４）ア 

②計測・制御の仕組み 
制御ロボットの動きを人間の体と比較しなが

ら，計測・制御の仕組みを説明できる。【システ
ム】（３）ア 

 

⑮計測・制御システムの活用 
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構

築を目指して，情報の技術を評価し，新たな

発想に基づいた改良や応用の仕方を提言でき

る。【社会からの要求】【使用時の安全性】【シ

ステム】【経済性】【情報の倫理やセキュリテ

ィ】（４）イ 

 

 

⑭計測・制御システムの評価 

制作したシステムのレポートを作り，問題

解決とその過程を振り返り，評価することが

できる。【社会からの要求】【使用時の安全性】

【システム】【経済性】【情報の倫理やセキュ

リティ】（４）イ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 

進んで情報の技
術と関わり，主
体的に理解し，

技能を身に付け
ようとしてい
る。 

自分なりの新し

い考え方や捉え
方によって，解
決策を構想しよ

うとしている。 

自らの問題解決
とその過程を振
り返り，よりよ

いものとなるよ
う改善・修正し
ようとしてい

る。 

よりよい社会や
持続可能な社会
の構築に向け

て，情報の技術
を工夫し創造し
ていこうとして

いる。 


